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農業振興について
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担当課長

ドローンの運用方針について
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担当課長
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1

①山間地域の農業振興についての方針等は。
②新たな農業の再生に向けた取り組みなどについて、多面的機能支払
　交付金事業、中山間地域等直接支払制度に取り組んでいる組織と協
　議が必要では。
③町内全域を８ブロックの地区に分け、「実質化された人・農地プラ
　ン」が策定され２年が経過している。
　ＰＤＣＡサイクルでの取り組みが重要では。
④亜鉛メッキを施していないワイヤーメッシュは、経年劣化で有害鳥
　獣の防護柵としての機能を有していない。
　町独自の対策が必要では。

１　番

平田　康範
（一問一答）

①本町が保有しているドローンの性能と機能は。
②ドローンを操縦できる職員の配置及び操縦資格は、民間資格又は国
　家資格なのか。
③ドローンを有効に活用するためには、国家資格の２等資格を取得す
　べきでは。
④ドローンは防災機種と捉え、消防団での活用について検討すべきで
　は。

2

子育て支援について

①学校給食費無償化は小学校まで拡大すべきではないか。
　最近の報道では、物価上昇は続き賃金は上がらない事態が続いてお
　り、実質賃金は前年比で２％もの減少となっている。特に中小企業
 ・非正規労働者の賃金は、上がる展望さえ見えない。
　あらためて、子育て支援の焦点ともなっている学校給食費無償化を
　どの様に進めるのか。

町　　長
教 育 長
関係理事
関係課長

４　番

永田　勝美
（一問一答）

②就学援助制度の拡充について。
　物価高騰の下で、子育て世帯の負担は高まっている。一方で、「就
　学援助」制度の利用率は中々高まらない。制度そのものの理解と活
　用を広げる事が重要ではないか。そのためにも、認定対象の拡大は
　必須ではないか。本町の認定基準は生活保護基準の1.2倍となって
　いるが、全国的には「1.3倍」以上が72.1％、７割以上となってい
　る。認定対象を広げるべきではないか。

③町立保育所の人材確保について。
　今年度の採用計画の結果について。次年度以降の人材確保計画に
　ついて。

④保育児童の負担軽減の取り組みについて。
　「副食費無償化」の拡大を求める。

防災・減災対策について

①避難訓練の計画・避難所の改善等について。
　風水害の季節を迎えて、防災減災の取り組み状況について問う。
　あわせて、能登半島地震などの災害から学ぶことについて。 町　　長

関係理事
関係課長

②ため池防災について。
　災害予防策について。現状と取り組みの進捗状況について。

くらし・福祉の充実に向けて

①だれでも乗れる町内循環バスについて。
　あわせて、町内交通の改善に向けた取り組みについて問う。

町　　長
関係理事
関係課長

②「きこえ」の支援。補聴器購入助成についての、進捗状況を問う。
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町　　長

町　　長

佐々川の井堰について 町　　長

三大花まつりについて 町　　長

スポーツ振興について 町　　長

直売所の再生について 町　　長

3

給食センター建設計画について

ア　給食センターの建設計画に至った考えとは。

教 育 長

不登校児童生徒（引きこもり）
の対応について

エ　「フリースペースなずな」の活動における見解は。

３　番

横田　博茂
（一問一答）

イ　当初計画で地元説明会を開催したが反対されている。説明会を繰
　　り返しなぜ行わなかったのか。

ウ　センターがない期間、自校式でアレルギーを持つ生徒に対しての
　　対応は。

エ　令和６年度に建築着工を目指すと提出資料にあるが、現在の計画
　　進捗状況は。

オ　計画の遅れに責任は感じているか。

カ　給食センター建設は町長の公約である。建設に着手するのか。

ア　佐々町には不登校児童生徒が何名いるのか。

教 育 長

イ　不登校児童生徒への対応と、そうならない為の対策は。

ウ　保護者との連携の取り方は。

オ　「フリースペースなずな」運営を継続するための支援について。

4

働きやすい職場環境づくりにつ
いて

〇教師の職場づくりは
・教科担任制について
・ストレスについて 町　　長

教 育 長
関係課長

２　番

川副　剛
（一問一答）

〇役場職員の職場づくりは
・業務効率化（アウトソーシング）について
・ストレスについて

認知症の方が安心して暮らせる
町づくりについて

〇見守りネットワークについて
町　　長
関係課長

〇eスポーツについて

子どもたちの熱中症対策につい
て

〇児童の下校時について
町　　長
教 育 長

〇部活動においての対策について

5

令和４年12月に質問しました佐々川の井堰について、町長は、国・県
に働きかけながら、水利関係者と協議を進める計画を考えております
との回答でしたが、どのように計画がなされているのかお聞かせくだ
さい。また、佐々町のように井堰がある市町村は他にもあると思うの
で、その市町村がどのような管理をされているか、調査したらどうで
すか。

８　番

橋本　義雄
（一問一答）

今年も三大花まつりが終わりました。河津桜まつり・しだれ桜まつり
・花菖蒲まつりの今年の成果をお聞かせください。今年は、河津桜は
早く開花しましたが、開花時期についてはネットで知らせたのか。ま
た、しだれ桜まつりについては、花は綺麗に咲いたのか。真竹谷の堤
沿いに咲いた陽春桜は綺麗に咲き、テレビ放送がありました。花を咲
かせる努力が足りないのではないかと思うがどうですか。花菖蒲につ
いては、県北唯一の菖蒲園です。大村市の菖蒲園に負けない菖蒲園を
目指して頑張ってもらえばと思いますがいかがですか。

県内では、アスリートの派遣による小中学校の体育の授業が実施され
ていますが、佐々町においては、子どもたちがアスリートと直接触れ
合いながらの授業というのは考えていないのかお聞かせください。

３月に閉じられ、その後再生に向けて協議会を立ち上げられたが、そ
の後どう進んでいるのかお聞かせください。


